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大豆ミール、7～9月3%値上がり　原料高や円安で
主に家畜の飼料となる国産の大豆ミールの7～9月の大口取引価格が前期（4～6月）比3%高で決着した。値上げは4四半期連続。中国で畜産向けの

需要が底堅い。原料の大豆の高値が続いたほか、競合する輸入品も割高となり価格を押し上げた。畜産農家のコスト負担が増す。

製油各社は大豆や菜種を輸入し、食用油を生産する。油を搾る際に発生する搾りかすがミールだ。国産ミールは製油各社が配合飼料各社と、四半

期ごとに値決めする。

7～9月は大豆ミールが1トン7万9200円と前期に比べ2500円前後高い。値上がり幅は前期（7～8%）に比べて縮小したものの、3四半期連続で最高

値を更新した。

7～9月の価格は4～6月の国際相場や需給などを参考にする。指標となる米シカゴ市場の大豆ミール先物価格（期近）は4月以降上昇傾向で推移

し、5月中旬には前年同期比で5割以上高い1米トン（約910キロ）450ドル前後になった。

中国の飼料需要は底堅い。2018年のアフリカ豚熱（ASF）の流行で減った養豚数は20年以降に回復。現在は4億頭以上と、流行前（17年）を2割以

上上回る。

新型コロナウイルスの感染拡大が世界で広がるなか、経済活動の正常化もいち早く進んだ。豚肉の消費も堅調とみられる。ミールの原料になる大

豆の輸入が堅調なほか、米産地の高温による減産観測も重なり大豆先物価格を押し上げた。これにつられる形で、ミールの先物も値上がりした。

為替の円安も進み、7～9月の価格交渉は当初「前期に比べ4000～5000円高くなる雰囲気だった」（配合飼料会社）。中国の旺盛な需要で、国産

と競合する中国産ミールも従来より調達しにくくなった。

その後、ミール先物は米大豆産地の高温乾燥が和らぐとの見方から下落した。6月下旬には350ドルと約8カ月ぶりの安値となった。こうした動き

を踏まえ、値上げ幅は想定より圧縮された。

菜種ミールは大豆ミールの価格を基準に決める方式で、大豆ミールに連動して値上げ決着した。1トン5万8300円前後と、1700円程度（3%）高

い。

ミール高は飼料にも波及する。飼料最大手の全国農業協同組合連合会（JA全農）は7～9月の農家向け出荷価格を、4～6月に比べ全畜種平均で1ト

ン4700円（6%程度）引き上げた。値上げは4四半期連続だ。

飼料代は農家の経営コストの4～6割を占めるとされ、急激な上昇は畜産農家の経営に打撃となる。飼料業界にはメーカーと農家で積み立てた資金

を価格高騰時に農家に払う仕組みがある。

4～6月は原料価格が基準を上回ったとして、7月下旬以降に1トン9900円が農家に支払われる。価格の上昇幅が大きく、8年ぶりに通常より額を上

積みする措置がとられた。

北海道のある養鶏業者は「補塡金がなければ赤字だったかもしれない」と話す。畜産・外食の平田牧場（山形県酒田市）は飼料代の上昇などを理

由に、6月納品分から豚の部分肉を1キロあたり7～8%値上げした。値上げは7年ぶりだ。

同社は「経営努力だけでは吸収できない」としている。大豆ミールの高値が続けば、畜産製品や加工品への転嫁を通し消費者の負担が増える可能

性もある。
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日揮・コスモ石油など、国産廃食用油から航空機燃料　25年供給開始へ

日揮ホールディングス（神奈川県横浜市西区）、コスモ石油（東京都港区）など4社は8月2日、NEDO助成

事業の採択を受け、廃食用油を原料とした、バイオジェット燃料製造サプライチェーンモデルの実証・構築

に取り組むと発表した。2025年までに本格的なバイオジェット燃料供給開始を目指す。

同事業では、想定する将来の製造規模を技術的に実現し得るバイオジェット燃料製造技術を軸に、将来の事

業化を見据えた規模でのバイオジェット燃料製造・供給に関する、空港納入までのサプライチェーンモデル

を構築する実証事業を行う。これによりバイオジェット燃料のサプライチェーンの早期確立を図る。事業期

間は2021年度～2024年度。

2社の他、レボインターナショナル（京都府京都市）、日揮HDの国内EPC事業会社である日揮（神奈川県横浜

市西区）が参画。また、同事業を通して、スマートな廃食用油収集システムの開発・実証を行うことを目指

し、資源循環型ビジネスに関する多くの実績を持つ小田急電鉄（東京都新宿区）が日揮HDの受託事業者とし

て参画する。

今回の採択により、バイオジェット燃料製造供給開始に向けた事業検討費用、バイオジェット燃料製造設備

の装置設計・建設費用、実証運転・用役供給費用、原料となる廃食用油の入手可能性・コスト調査費用等に

対して、NEDOからの助成金による支援を受ける予定。同事業を通して、バイオジェット燃料サプライ

チェーン構築に向けた事業開発を一層加速させ、2025年までにバイオジェット燃料製造設備の稼働、供給開

始を目指す。

なお、NEDO事業の名称は「バイオジェット燃料生産技術開発事業／実証を通じたサプライチェーンモデル

の構築」。4社は「国産廃食用油を原料とするバイオジェット燃料製造サプライチェーンモデルの構築」を

共同提案し、採択された。
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鈴与商事（静岡県静岡市）とユーグレナ（東京都港区）は7月30日、「次世代バイオディーゼル燃料

（サステオ）」を静岡県で初めて導入すると発表した。

今回導入するユーグレナ社の次世代バイオディーゼル燃料「サステオ」は、使用済み食用油と微細藻類

ユーグレナ（和名：ミドリムシ）などを主原料とし、食料との競合や森林破壊のリスクが低い次世代バイ

オディーゼル燃料である。鈴与商事は2021年7月より、自社の宅配水配送車両に、このサステオを導入し

ている。

分子構造が軽油と同じ（JIS規格・品確法上ともに軽油に該当）ことから、軽油を使用している既存車両の

エンジンに使用可能であり、水素や電気といった代替エネルギーへの移行に際して課題となる多大なイン

フラコストを必要とせず、既存インフラを活用しながら効率的に普及拡大することができる。

これまでのバイオ燃料は、カーボンニュートラルの考え方に基づき、CO2を燃焼時に排出しない再生可能

エネルギーである一方、化石由来の軽油と5％以下の混合燃料での使用が前提であることに加え、トウモ

ロコシやサトウキビ、パームといった作物を主な原料とするため、食料との競合や森林破壊といった問題

が指摘されていた。

両社は今後、将来的な自治体や民間企業への展開も視野に、鈴与グループ各社への導入拡大を検討してい

くとともに、地球環境に配慮した活動を共に推進し、脱炭素化社会、持続可能な社会の実現に取り組んで

いくとしている。
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